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                               EU                              NATO 

         

                                  

アイルランド、      フランス、ドイツ、イタリア、    アメリカ、カナダ、 

フィンランド、          ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、    アイスランド、ノルウェー、 

スウェーデン、     イギリス、デンマーク、ギリシア、    トルコ、ポーランド、 

オーストリア.            スペイン、ポルトガル.               ハンガリー、チェコ. 

 

 

                                                          1999年現在 

 

 

                         EU                                    NATO 

 

アイルランド、       フランス、ドイツ、イタリア、               

フィンランド、   ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、      アメリカ、カナダ、 

スウェーデン、     イギリス、デンマーク、ギリシア、       アイスランド、ノルウェー、 

オーストリア、      スペイン、ポルトガル、ポーランド、          トルコ、 

キプロス、        ハンガリー、チェコ、スロバキア、            アルバニア. 

マルタ.         スロベニア、エストニア、ラトビア、 

               リトアニア、ブルガリア、ルーマニア、 

                                      クロアチア. 

 

                                                2013年現在 
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 略年表 

 

 

1948年  3月 ブリュッセル条約締結（英・仏・ベネルクス 3国） 

1948年  4月 欧州経済協力機構 (OEEC) 設立 

1949年  4月 大西洋同盟（NATO）設立 

1952年  7月 欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）設立  

1954年 10月 ブリュッセル条約修正（西独・伊の加入）WEU設立 

1958年  1月 ローマ条約発効（57年 3月調印）欧州経済共同体（EEC）設立 

1960年代   共同市場の充実に伴い、政治統合を求める声が高まる 

1967年  7月 EECからECへ改称 

1969年 12月 ハーグ首脳会議：欧州政治協力（EPC）合意 

1970年  6月 ヒース政権発足（～74年 3月） 

1970年 10月  EPC発足  

1972年 11月   欧州安全保障協力会議（CSCE）準備会議開催 

1973年 7月 欧州安全保障協力会議  (CSCE) 本会議開催 

1973年  1月 イギリスのEC加盟 （72年 2月にEPC参加） 

1979年  5月 サッチャー政権発足（～90年 11月） 

1987年  7月 単一欧州議定書発効（86年 2月調印） 

1989年 11月 ベルリンの壁崩壊 

1990年 11月 メイジャー政権発足（～97年 5月） 

1993年 11月 マーストリヒト条約発効（92年 2月調印）EU発足 

1997年  5月 ブレア政権発足（～07年 6月） 

1998年 12月 サン・マロ英仏首脳会議 

1999年  3月 NATOのコソボ空爆開始 （～99年 6月） 

1999年  5月 アムステルダム条約発効（97年 10月調印） 

1999年  6月 ケルン欧州理事会：サン・マロ宣言の承認、ESDPの立ち上げ 

1999年 12月 ヘルシンキ欧州理事会：緊急対応部隊設定合意 

2001年  9月 同時多発テロ発生 

2001年 12月 ラーケン宣言 

2002年  2月 欧州将来像諮問会議 （～03年 7月） 

2002年 11月 安保理決議 1441採択 

2003年  1月 EUの危機管理活動開始 

2003年  3月 イラク戦争開始 （～03年 5月） 

2004年  5月 EUの東方拡大 15か国 → 25か国 

2004年 10月 欧州憲法条約調印（批准失敗） 

2009年 12月 リスボン条約発効（07年 12月調印）   

 


